
SECURITY CHINA

主管：中国公安部、中国科学技術部  　　主催：中国安全防犯産品行業協会

期間：2012年10月22日(月)～10月25日(木)
場所：北京・中国国際展覧中心(新館)

2008年にはじめて、展示会と同時に海外バイヤー商談会が開催され、アメリカ、ロシア、イギリス、フランス、ドイ
ツ、イタリア、日本、オーストラリア、インド、スウェーデン、スペイン、マレーシア、シンガポール、韓国、イスラエ
ル、香港、台湾など18ヶ国及び地区からの海外出展者が展示会及びバイヤー商談会に出展しました。また、アメリカ、
日本、イギリス、ドイツ、オランダ、イスラエル、オーストラリア、サウジアラビア、インドなど20ヶ国及び地区の30
社の海外バイヤーが来場しました。

2010年の海外出展者はアメリカ、ロシア、イギリス、フランス、ドイツ、イスラエル、香港、台湾などの25ヶ国及
び地区から参加しました。

展示会と同時に海外セキュリティー商品バイヤー商談会も開催し、50ヶ国及び地区の100社バイヤーが集まり、商談
人数は141名、展示会の出展者約100社がサプライヤーとして参加しました。

 展示会総面積(㎡) ブース数 出展者数量 海外出展者数量 海外バイヤー商談会 海外バイヤー商談会 来場者人数
    来場者(国及び地区) 来場者(社)

2004年 25,193 1,337 518 90   61,030

2006年 42,126 2,435 748 120   91,806

2008年 60,744 3,141 858 150 20 42 12,000

2010年 67,000 3,700 860 160 50 100 126,681

日本国際貿易促進協会　　北京豊彩華通広告有限公司(北京アドカラー)

A   AN

日本国際貿易促進協会 業務本部
〒101-0047　東京都千代田区内神田1-9-13　柿沼ビル4階

TEL：03-6740-8281
FAX：03-6740-6160

中国現地問合せ先
北京豊彩華通広告有限公司(北京アドカラー)

中国北京市海淀区北三環西路43号　青雲当代大厦1203室
TEL：+86(10)6219-2961、+86(10)6219-2964(日本語対応)

FAX：+86(10)6219-2960



〇中国最大規模で最も影響力のあるセキュリティー専門展覧会
中国公安部、中国科学技術部の認可のもと、既に10回の開催を数え、セキュリティー業界で最も影響力のある展示
会です。展示会では中国政府及び中国セキュリティー業界の最新政策法規を発表し、業界の最新製品、最先端技術、
最新動向の把握及び情報交流ができる中国セキュリティー業界では最も影響力のある展示会となっています。

〇充実した内容
映像監視、入退管理システム、アラーム器材、認識システム、車両安全設備、住宅安全製品、総合物流グローバルシ
ステムとアプリケーション、都市テロ対策製品、警備技術・用品、道路交通安全製品など、展示範囲が充実しています。

〇多彩なイベンド
展示会期間中には、セミナー、技術交流会、商談会、防災演習、緊急避難活動などの様々な催しを行い、みんなが
参加する参加型の楽しい環境に優しい展示会を行います。

〇国際的に開かれた展示会
北米、ヨーロッパ、中東、アジア太平洋地域の海外専門機構の協力を通じて、海外パビリオン、貿易バイヤーなど
が多数参加します。海外からの出展者は2010年の20％から25％に増え、今後、海外専門バイヤー数も大幅に増加
することが見込まれています。運送、装飾、広告、交通、宿泊、食事などの充実した会場サービスの提供を目指して
います。

■ セミナー
2012年10月22日(日)～10月25日(木)
メイン会場
2012中国セキュリティー国際フォーラム
サブ会場
2012中国セキュリティー技術発展フォーラム
2012中国セキュリティー専門分野フォーラム

■ 来場者の見込み
20社の海外宣伝メディア、50社以上の中国メディア、過去来場者の4万名、過去海外バイヤーの1万社を対象にし
て、約40万枚のインビテーションを発行し、技術研究部門、生産、建築、貿易など政府部門の担当者、研究者、関連協
会、学会、貿易団体、グループ組織へ郵送、電子メール等でご案内します。

■ 国際貿易商談会
展示会同期に、「第5回SSC国際セキュリティー製品バイヤー
商談会」を開催し、アメリカ、カナダ、ブラジル、イギリス、
フランス、ロシア、インド、南アフリカ、イラン、パキスタン
など45ヶ国、地区の有名国際バイヤーが来場し、出展企業と
バイヤー商談会を行います。

1 映像監視防犯システム 
2 地域コミュニティー防犯・安全システム
3 ビル、マンション、団地の自動化、管理システム
4 警報システム
5 入退管理システム
6 生体認証システム　
7 RF(無線周波数)識別製品及び技術
8 防爆安全検査機器
9 都市テロ対策装備
10 緊急防災用品
11 警備装備、特殊車両

12 警備用通信保障設備
13 人体の安全保障・防護装備
14 車両盗難防止、対強盗防犯、ネットワーク警報システム
15 セキュリティドア、鍵、金庫など防犯・安全製品
16 インテリジェンス交通管理製品、交通安全設備
17 総合物流グローバルシステムとアプリケーション
18 偽造防止技術及び製品
19 情報セキュリティー製品
20 日用防災、セキュリティー製品
21 その他、安全保障製品

■ 出展料
パッケージスタンド(基礎装飾付き)
3ｍx3ｍ(9平米)　RMB ￥25,000元/1小間 → JPY ￥35万円/1小間
基礎装飾：壁面(3面)、テーブル1台、椅子2脚、蛍光灯、220V5A電源1箇所、カーペット、社名板バラペット
ロースペース(床面積のみ、全ての装飾は出展者様が負担)
RMB ￥23,000元/9m2 → JPY ￥30万円/9m2(最低18m2)

特別後援：中央社会治安総合治理委員会弁公室
 公安部科学技術委員会
 公安部科技信息化局
 公安部国際合作局
 公安部装備財務局
 公安部反恐怖局
 公安部治安局
 北京市公安局

主      管：中華人民共和国公安部
 中華人民共和国科技部
主      催：中国安全防犯産品行業協会
後      援：北京市公安局内保局
 中国保安協会
 中国道路交通安全協会
 中国刑事科学技術協会
共      催：北京安全防犯行業協会
 中国科学器材公司

　セキュリティーチャイナ2012では、従来の展示範囲のほかに、映像監視や入退管理を中心に、さらに防爆、緊
急救命用品のなど新たなテーマを加わえています。
　世界では、対テロ緊急対応や防災、防犯、事故対応などの救急救命活動、警備・警護などあらゆる面で、革新的
な製品・技術の開発が絶えず進められています。これら製品の中国における潜在的な市場規模は計り知れません。
特に日本からは、震災対応をはじめとした、インテリジェンス管理システムの設計や関連技術・アプリケーショ
ンソフトなど最新、最高の技術を有する以下製品の出展が期待されています。
　　　　　　　〇生産現場の事故防止監視システム　〇住宅、団地、学校、商店の監視強化製品、システム
　　　　　　　〇企業情報漏洩対策管理システム　〇RF識別製品と技術
　　　　　　　〇緊急救命用品　〇地震、火災関連防護用品　〇老人、女性、子供の人身事故防止、防護製品
　　　　　　　〇放射線測定器及び関係製品。

期間：2012年10月22日(月)～10月25日(木)　　場所：中国国際展覧中心(新館)
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